	平成２７年度用「わくわく理科」の単元構成と学習指導要領との関連


	≪第３学年≫　単 元 名
	配当時数
(+ゆとり)
	学習指
導要領
	主　な　特　長

	しぜんを見つめる
	1
	B(1)(2)
	・3年巻頭では，「しぜんを見つめる」をテーマに，ナナホシテントウの飛翔の写真を扱い，科学的な視点で注意深く観察することを促しました。
・第1単元で，身近な生物の形や色，大きさを比べる活動を整理して扱うなど，学年を通して比較しながら調べる学習を丁寧に扱いました。
・学習指導要領B(2)「自然の観察」の内容は，春だけでなく昆虫が多く見られる夏にも扱いました。
・「科学の目で見てみよう」では，相手に正しく大きさなどを伝える手立てとして，数値化することの大切さを扱いました。
・第5単元と第6単元は，A・B区分に分けて，系統立てて理解できるようにしました。
・「学習をつなげよう」では，金属と，電気や磁石との関係をわかりやすくまとめ，別々に学習した内容のつながりを意識できるようにしました。
・第9単元は，算数科での「重さ」の学習より後に実施できるように配当しました。

	１.身近なしぜんのかんさつ
	4
	B(2)
	

	２.たねをまこう
	4
	B(1)ｲ
	

	３.チョウを育てよう
	8(+1)
	B(1)ｱ
	

	● 植物の育ちとつくり
	3(+1)
	B(1)ｲ
	

	４.風やゴムのはたらき
	8(+1)
	A(2)
	

	● 自由研究 出かけよう しぜんの中へ
	2
	A･B
	

	・ 科学の目で見てみよう
	（+1）
	B(1)ｲ
	

	● こん虫のかんさつ
	4(+1)
	B(1)ｱ･(2)
	

	● 植物の一生
	3(+1)
	B(1)ｲ
	

	５.かげのでき方と太陽の光
	8(+1)
	B(3)
	

	６.光のせいしつ
	6(+1)
	A(3)
	

	７.電気で明かりをつけよう
	6(+1)
	A(5)
	

	８.じしゃくのふしぎ
	10(+1)
	A(4)
	

	● 学習をつなげよう
	1
	A(4)(5)
	

	９.ものと重さ
	7(+1)
	A(1)
	

	● おもちゃランドへようこそ
	3(+1)
	A
	

	標準時数　90
	78(+12)
	
	

	≪第４学年≫　単 元 名
	配当時数
(+ゆとり)
	学習指
導要領
	主　な　特　長

	自然にせまる
	1
	A(2)ｳ･B(3)ｲ
	・4年巻頭では，「自然にせまる」をテーマに，霜柱にクローズアップした写真を扱い，多様な自然にアプローチすることを促しました。
・第2単元は，第1単元と関連づけて扱うことができるよう連続して配列しました。また，算数の「折れ線グラフ」の学習時期を考慮し，配当しました。
・第3単元で，乾電池の数やつなぎ方とモーターの回り方について整理して扱うなど，学年を通して関係づけながら調べる学習を丁寧に扱いました。
・夏休み前に星を扱う副単元を設定し，校外学習や家庭学習の機会を生かせるようにしました。
・「科学の目で見てみよう」では，数や量を変えて調べるときには，条件が変わっていないか注意することの大切さを扱いました。
・「みんなで使う理科室」では，加熱器具の使い方などを丁寧に扱い，理科室での実験を安全に進められるようにしました。
・第9単元と第10単元は，A・B区分に分けつつ連続して配列し，系統立て，関連づけて理解できるようにしました。
・「学習をつなげよう」では，固体･液体･気体の性質をまとめ，複数の単元で別々に学習した内容のつながりを意識できるようにしました。

	１.春の生き物
	8(+1)
	B(2)
	

	２.天気と１日の気温
	6(+1)
	B(3)ｱ
	

	３.電気のはたらき
	10(+2)
	A(3)
	

	● 夏の生き物
	3(+1)
	B(2)
	

	● 夏の夜空
	2(+1)
	B(4)ｲ
	

	● 自由研究 出かけよう 科学の世界へ
	2
	A･B
	

	・ 科学の目で見てみよう
	（+1）
	A(3)
	

	４.月や星
	6(+1)
	B(4)
	

	５.とじこめた空気や水
	6(+1)
	A(1)
	

	６.ヒトの体のつくりと運動
	5(+1)
	B(1)
	

	● 秋の生き物
	3(+1)
	B(2)
	

	● みんなで使う理科室
	3
	A(2)
	

	７.ものの温度と体積
	8(+1)
	A(2)ｱ
	

	● 冬の夜空
	2
	B(4)ｲ･ｳ
	

	● 冬の生き物
	3
	B(2)
	

	８.もののあたたまり方
	7(+1)
	A(2)ｲ
	

	９.水のすがた
	7(+1)
	A(2)ｳ
	

	10.水のゆくえ
	5(+1)
	B(3)ｲ
	

	● 学習をつなげよう
	1
	A(1)(2)･B(3)ｲ
	

	● 生き物の１年間
	2
	B(2)
	

	標準時数　105
	90(+15)
	
	

	≪第５学年≫　単 元 名
	配当時数
(+ゆとり)
	学習指
導要領
	主　な　特　長

	自然を読みとく
	1
	B(4)
	・5年巻頭では，「自然を読みとく」をテーマに，「朝の虹は雨になる」という言い伝えを写真とともに取り上げ，自然から得られる情報の読み取りについて扱いました。
・第1単元では，特に初出の「発芽条件」の実験で，条件制御の計画を丁寧に扱いました。
・第2単元と第3単元は，関連づけて学習できるように連続して配列しました。
・「学習をつなげよう」では，様々な動物の誕生について扱い，より理解が深まるようにしました。
・7月に「台風と気象情報」「気象災害からくらしを守る」を配当し，防災･減災の意識を高め，夏休みや校外学習の機会に生かせるようにしました。
・「科学の目で見てみよう」では，ばらつきのあることを調べるときには，1回ではなく何回か調べた結果から考察することの大切さを扱いました。
・第4単元を9月に配当し，栽培の主教材をこの時期の受粉実験に適したヘチマに変更しました。
・第7単元は，算数科の「平均」の学習時期やA区分の顕著な条件制御の例であることを考慮して配当しました。

	● 花のつくり
	2
	B(1)ｴ
	

	１.植物の発芽と成長
	11(+1)
	B(1)ｱ･ｲ･ｳ
	

	２.メダカのたんじょう
	9(+1)
	B(2)ｱ･ｲ
	

	３.ヒトのたんじょう
	6(+1)
	B(2)ｳ
	

	● 学習をつなげよう
	1
	B(2)
	

	● 台風と気象情報
	2
	B(4)
	

	● 気象災害からくらしを守る
	1
	B(4)
	

	● 自由研究 広げよう 科学の世界を
	2
	A･B
	

	・ 科学の目で見てみよう
	（+1）
	B(1)ｲ
	

	４.花から実へ
	9(+1)
	B(1)ｴ
	

	５.雲と天気の変化
	7(+1)
	B(4)
	

	６.流れる水のはたらき
	11(+1)
	B(3)
	

	７.ふりこのきまり
	6(+1)
	A(2)
	

	８.もののとけ方
	13(+2)
	A(1)
	

	９.電磁石のはたらき
	12(+2)
	A(3)
	

	● 地いき資料集
	
	
	

	･雨･風･雪と向き合う地いきのちえ
	－
	B(4)
	

	･川とくらし
	－
	B(3)
	

	標準時数　105
	93(+12)
	
	

	≪第６学年≫　単 元 名
	配当時数
(+ゆとり)
	学習指
導要領
	主　な　特　長

	自然とともに生きる
	2
	B(1)(2)(3)
	・6年巻頭では，「自然とともに生きる」をテーマに，大気や水，緑や生命との関わりを紹介しました。
・第3単元は，植物と空気の実験の際に，ヒトの呼気に二酸化炭素が含まれていることが既習事項として扱えるように配当しました。
・「学習をつなげよう」では，別々に学習してきた内容を，空気の循環とエネルギーの流れの視点で整理し，より理解が深まるようにしました。
・「科学の目で見てみよう」は，3～5年の学習をふまえ，科学的な見方･考え方のまとめとして扱いました。
・第5単元の直前に「みんなで使う理科室」を扱い，薬品を使った実験の安全指導が効果的に行えるようにしました。
・第6単元で，月の見え方と太陽の位置との関係について，既習事項をもとにモデル実験をして考えるなど，学年を通して推論しながら調べる学習を丁寧に扱いました。
・第8単元は，算数科の「反比例」の学習時期を考慮して配当しました。
・5･6年の「地域資料集」では，現地学習が難しい地学領域を中心に，豊富な資料を収録しました。

	１.ものが燃えるとき
	8(+1)
	A(1)
	

	２.ヒトや動物の体
	9(+1)
	B(1)
	

	３.植物のつくりとはたらき
	7(+1)
	B(2)･(3)ｱ
	

	４.生物どうしのつながり
	5(+1)
	B(3)
	

	● 学習をつなげよう
	1
	A(1)B(1)(2)(3)
	

	● 自由研究 広げよう 科学の世界を
	2
	A･B
	

	・ 科学の目で見てみよう
	（+1）
	B(3)ｲ
	

	● みんなで使う理科室
	2
	A(2)
	

	５.水よう液の性質
	10(+1)
	A(2)
	

	６.月と太陽
	6(+1)
	B(5)
	

	７.大地のつくりと変化
	15(+1)
	B(4)
	

	● 地震や火山活動からくらしを守る
	1
	B(4)
	

	８.てこのはたらき
	9(+1)
	A(3)
	

	９.発電と電気の利用
	11(+1)
	A(4)
	

	10.自然とともに生きる
	5(+2)
	B(3)
	

	● 地域資料集
	
	
	

	･ふるさとの自然環境を守り育てる活動
	－
	B(3)
	

	･大地とくらし
	－
	B(4)
	

	標準時数　105
	93(+12)
	
	


地域や学校および児童の実態に応じた弾力的な指導計画が立てられるように，標準時数よりも余裕をもたせて時間を配当しています。









































































































